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○議事日程〔 第１号 〕 

 平成30年８月28日（火曜日）午前９時０分 開会 

※臨時議長の紹介 

※開会宣言 

日程第１        子ども議員の自己紹介 

日程第２  子ども市議会議長選挙 

日程第３  子ども市議会副議長選挙 

日程第４  議席の指定 

日程第５  会議録署名議員の指名 

日程第６  会期の決定 

日程第７  一般質問 

日程第８  委員会設置 

日程第９  各委員会の委員長及び副委員長並びに

委員選任 

日程第10  各委員長報告・各委員長報告に対する

質疑・討論・表決 

 

○本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

 

○出席議員（18名） 

１ 番    河 野 快 星 

２  番  土 居 光一郎 

３  番    穴 瀬 ひかり 

４  番  川 口 祐 樹 

５ 番   安 藤 慶一郎 

６  番    高 松 栞 歩 

７  番    北 迫 黎 風 

８ 番 銅 野 聖 波 

９  番    後 藤 凰 我 

10  番    二 宮 誉 彰 

11  番    外 山   渚 

12  番    米 光   裕 

13  番    安 藤 礼 來 

14  番    大 西 一 歌 

15  番    栗 元 琥太郎 

16  番    池 森 夏 妃 

17  番    近 藤 海 空 

18  番    冨 重 貴 弘 

 

○欠席議員（０名） 

 

○職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 

 

事 務 局 長    安 田 祐 一 

主幹兼議事係長    板 井 保 明 

主 任 主 査    小 門 敏 宏 

 

○説明のため議場に出席した者の職氏名 

市     長    佐々木 敏 夫 

副  市  長       堤     隆 

市参事兼総務課長       佐 藤 之 則 

社会福祉課長     植 田 克 己 

環境課長    後  藤 史  明 

商工観光課長     河 野 真 一 

教育委員会 

教育長    河 野   潔 

教育総務課長兼地域総務一課長 

安 藤 隆 治 

学校教育課長        小 川   匡 

文化財室長         板 井   浩 

 

○傍聴のため議場に出席した市議会議員 

１ 番    安 達 かずみ 

２  番  中 尾   勉 

３  番    黒 田 健 一 

４  番  甲 斐 明 美 

５ 番   井ノ口 憲 治 

６  番    阿 部 輝 之 

７  番    土 谷 信 也 

８ 番 近 藤 紀 男 

９  番    成 重 博 文 

10  番    安 達    隆 

11  番    松 本 博 彰 

12  番    河  野  徳  久 

13  番    安  東  正  洋 

14  番    北 﨑 安 行 

15  番    河  野  正  春 

16  番    山 本 博 文 

17  番    菅    健 雄 

18  番    大  石  忠 昭 

 

○事務局長（安田祐一君）  皆さんおはようござい

ます。 

 ぶんごたかだ子ども市議会開会に先立ちまして、

子ども市議会議長が選挙されるまでの間、出席議員

の中より代表して三浦小学校６年、池森夏妃議員に
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臨時議長を務めていただきたいと思います。池森議

員、議長席へお越しください。 

○臨時議長（池森夏妃君）  皆さんおはようござい

ます。 

 ただいま臨時に議長の職務を行うことになりまし

た三浦小学校６年、池森夏妃であります。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 議員各位にお知らせします。本会議中、写真撮影

を行いますのでご了承願います。また、傍聴者の方々

にお願いいたします。ケーブルテレビによる議会生

放送の撮影を行いますが、議場の構造上、やむを得

ず傍聴者の方々が映ることがありますが、あらかじ

めご了承いただきますようお願いいたします。 

○臨時議長（池森夏妃君）  これより本日の会議を

開きます。 

 本日の日程はお手元に配付してあります日程表の

とおりであります。 

 市長ほか関係者の出席を求めましたのでご了承願

います。 

 市長から発言を求められておりますので、これを

許します。市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  皆さん、おはようござい

ます。ぶんごたかだ子ども市議会の開会に当たり、

一言ご挨拶を申し上げます。 

 本日は市内各小学校から18名の子ども議員の皆様

にご出席をいただき、豊後高田市で初めての子ども

市議会を開催することができました。大変うれしく

思っております。また、傍聴者には保護者の方々を

始め、学校の先生方、多くの市民の皆様にお越しを

いただいております。そして本日は市議会議長、副

議長、また議員各位におかれましては、いつもと反

対側の席についていただいております。 

 本日の子ども市議会は18名の皆さんが学校や地域

を代表する市議会議員として、実際の市議会と同様

の方法で議論をしていただきます。このような場を

通して、豊後高田市の未来について大いに考え、発

信していただきたいと思っております。子ども議員

の皆さんは、なれない議場での初めての経験ですか

ら少し緊張されているかもしれません。どうかリラッ

クスして、日ごろから感じていることや思っている

ことなどを発表していただきたいと思っております。

私たち執行部といたしましても、本日は非常に新鮮

な気持ちでこの場に臨んでおります。豊後高田市の

将来を担う皆さんが市の現状や将来のことをどう感

じ、どう考えているのか、直接伺う貴重な機会であ

ります。 

 私は大分県議会の議長時代に大分県で初めての子

ども県議会を開催することができましたが、子ども

議員の皆さん方が発表された意見に深く感動し、心

に刻まれたことを覚えております。そういった意味

でも、今回はどんな質問や意見、提言をいただける

のか、とても楽しみにしているところでもございま

す。 

 傍聴にお越しの皆様方もどうか最後までご清聴い

ただき、子ども議員の皆様方の意見に耳を傾けてい

ただきたいとお願い申し上げます。本日の市議会が

子ども議員の皆様にとっても貴重な体験となり、そ

して将来に向けて意味深いものになりますことを心

から祈念申し上げます。終わりになりましたが、子

ども市議会の開催に当たり、ご尽力、ご協力をいた

だいた各関係者の皆様方に深く感謝を申し上げまし

て私の挨拶とさせていただきます。本日はまことに

ありがとうございます。 

○臨時議長（池森夏妃君）  ありがとうございまし

た。 

 続きまして、豊後高田市議会議長から発言を求め

られておりますので、これを許します。議長、安達

隆君。 

○豊後高田市議会議長（安達 隆君）  皆さん、お

はようございます。本日ここにぶんごたかだ子ども

市議会の開催に当たりまして、市議会を代表して一

言ご挨拶を申し上げます。 

 本日は市内11校の小学校を代表する子ども議員の

皆様には夏休みも終わりに近づき、勉強などで大変

お忙しい中、ぶんごたかだ子ども市議会にご出席を

していただき、議員一同、心より歓迎申し上げます。

 また、傍聴席の保護者の方々を始め、学校の先生

方や市民の皆様には早朝よりご参加していただき、

まことにありがとうございます。そして、市長、副

市長、教育長を始め執行部の皆様には、初めての子

ども市議会の対応となりますが、どうぞよろしくお

願いします。 

 きょうは子ども議員の皆様が私ども市議会議員に

かわって、市長さんや教育長さんを始め、関係課長

さんに鋭い質問をしていただきたいと思います。そ

して、豊後高田市のよりよいまちづくりのために皆

さんが考えていることを自信を持って提案してくだ

さい。この体験を通じて、今後も日々の家庭や学校

生活の中で豊後高田市の将来について考えたり、議

会や市政に関心を持っていただけるようになれば幸
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いかと思います。 

 終わりになりますが、本日の子ども市議会の開催

に当たり、市長を始め、執行部の皆様方並びに各学

校の先生方ご家族の皆様方には多大なるご尽力とご

協力を賜りまして心から厚くお礼を申し上げます。

 子ども議員の皆さん、頑張ってください。 

○臨時議長（池森夏妃君）  ありがとうございまし

た。 

 ただいまの出席議員は18名で議員全員の出席であ

ります。よって平成30年第１回ぶんごたかだ子ども

市議会は成立いたしましたので開会いたします。 

○臨時議長（池森夏妃君）  日程第１、子ども議員

の自己紹介を行います。１番議員から順次、自己紹

介をお願いします。 

○１番（河野快星君）  豊後高田市６年、河野快星

です。 

○２番（土居光一郎君）  呉崎小学校６年の土居光

一郎です。 

○３番（穴瀬ひかり君）  桂陽小学校６年の穴瀬ひ

かりです。 

○４番（川口祐樹君）  戴星学園６年の川口祐樹で

す。 

○５番（安藤慶一郎君）  高田小学校６年、安藤慶

一郎です。 

○６番（高松栞歩君）  香々地小学校６年の高松栞

歩です。 

○７番（北迫黎風君）  高田小学校６年、北迫黎風

です。 

○８番（銅野聖波君）  河内小学校の銅野聖波です。 

○９番（後藤凰我君）  高田小学校６年、後藤凰我

です。 

○10番（二宮誉彰君）  真玉小学校６年、二宮誉彰

です。 

○11番（外山 渚君）  臼野小学校６年の外山 渚

です。 

○12番（米光 裕君）  真玉小学校６年の米光 裕

です。 

○13番（安藤礼來君）  香々地小学校６年の安藤礼

來です。 

○14番（大西一歌君）  桂陽小学校６年の大西一歌

です。 

○15番（栗本琥太郎君）  高田小学校６年、栗本琥

太郎です。 

○16番（池森夏妃君）  三浦小学校６年、池森夏妃

です。 

○17番（近藤海空君）  桂陽小学校６年、近藤海空

です。 

○18番（冨重貴弘君）  草地小学校６年、冨重貴弘

です。 

○臨時議長（池森夏妃君）  日程第２、子ども市議

会議長の選挙を行います。選挙の方法は信任投票で

行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○臨時議長（池森夏妃君）  ご異議なしと認めます。

よって、選挙の方法は信任投票で行うことに決定し

ました。 

 子ども市議会議長に香々地小学校６年、安藤礼來

君を選任したいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○臨時議長（池森夏妃君）  ご異議なしと認めます。

よって、子ども市議会議長に香々地小学校６年、安

藤礼來君を選任することに決定しました。 

 ただいまから投票を行います。議席に設置されて

いる賛成、反対、いずれかのボタンを押した後に賛

成する人は起立してください。反対する人は、その

まま着席をしてください。 

 お諮りいたします。ただいま子ども市議会議長に

香々地小学校６年、安藤礼來君を選任することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○臨時議長（池森夏妃君）  起立多数であります。

よって、子ども市議会議長に香々地小学校６年、安

藤礼來君を選任することに決定をいたしました。 

 ご着席ください。 

 安藤礼來君は議長席までお越しください。それで

は議長と交代します。ありがとうございました。 

○議長（安藤礼來君）  おはようございます。ただ

いま議長に信任されました香々地小学校６年、安藤

礼來です。議事進行がスムーズに進むよう、皆様の

ご協力をいただきたいと思います。よろしくお願い

します。 

○議長（安藤礼來君）  日程第３、子ども市議会副

議長の選挙を行います。選挙の方法は信任投票で行

いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安藤礼來君）  ご異議なしと認めます。よっ

て、選挙の方法は信任投票で行うことに決定しまし

た。 

 子ども市議会副議長に草地小学校６年、冨重貴弘
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君を選任したいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安藤礼來君）  ご異議なしと認めます。よっ

て、子ども市議会副議長に草地小学校６年、冨重貴

弘君を選任することに決定しました。 

 ただいまから投票を行います。議席に設置されて

いる賛成、反対、いずれかのボタンを押した後に賛

成する人は起立してください。反対する人はそのま

ま着席をしてください。 

 お諮りいたします。ただいま子ども市議会副議長

に草地小学校６年、冨重貴弘君を選任することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○議長（安藤礼來君）  起立多数であります。よっ

て、ただいま子ども市議会副議長に草地小学校６年、

冨重貴弘君を選任することに決定をいたしました。 

 ご着席ください。 

 冨重貴弘君は副議長席までお越しください。 

○副議長（冨重貴弘君）  おはようございます。た

だいま副議長に選出されました草地小学校６年、冨

重貴弘です。議長を助け、議事進行を進めていきた

いと思います。よろしくお願いします。 

○議長（安藤礼來君）  日程第４、議席の指定を行

います。 

 議席は会議規則第４条第１項の規定により、ただ

いまご着席のとおり指定いたします。 

○議長（安藤礼來君）  日程第５、会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員に10番、二宮誉彰君及び12番、米

光 裕君を指名いたします。 

○議長（安藤礼來君）  日程第６、会期の決定を議

題といたします。 

 お諮りいたします。ぶんごたかだ子ども市議会の

会期は本日１日限りといたしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安藤礼來君）  ご異議なしと認めます。よっ

て、会期は本日１日限りと決定いたしました。 

○議長（安藤礼來君）  日程第７、一般質問を行い

ます。 

 一般質問通告表の順序により、５番、安藤慶一郎

君、６番、高松栞歩君の発言を許します。５番、安

藤慶一郎君。 

○５番（安藤慶一郎君）  学んで遊んで楽しいまち

づくり委員会の安藤慶一郎です。私たちはみんなの

命を守る総合体育館の建設について質問します。 

 豊後高田市にはたくさんの人たちが運動をしたり

イベントを楽しんだりする中央公園があります。平

日、休日を問わず、地元の方々だけではなく昭和の

町を観光に来た観光客の方々で毎日とてもにぎわっ

ています。 

 しかし、この豊後高田市には、季節や天候に左右

されず、安全に快適に過ごせる総合体育館はまだあ

りません。現在、熱中症などさまざまな問題で私た

ちは１年を通して運動することが難しくなっていま

す。季節や天候に左右されず、安全に快適に過ごせ

る大きな総合体育館があれば、豊後高田市はより元

気になると思います。 

 また、災害時には、この総合体育館は避難場所と

しても活用できます。その総合体育館でスポーツ大

会やイベントをすることによって、たくさんの人が

豊後高田市に足を運びます。そこで豊後高田市の魅

力や特産物をＰＲしていくことによって移住してく

る人や観光客の人がふえていくと思います。 

 そこで豊後高田市では、このような総合体育館の

建設についてどのようなお考えを持っているか教え

てください。 

○議長（安藤礼來君）  教育長、河野 潔君。 

○教育長（河野 潔君）  安藤慶一郎議員の市民の

命を守る総合体育館の建設についてのご意見にお答

えをいたします。 

 まず、何よりも人の命を守ることを最優先しなけ

ればならないと思っていますし、総合体育館の建設

につきましては、ご意見をしっかりと受けとめて、

今後、教育行政を進めていきたいと考えております。 

 豊後高田市では、ことしのような猛暑の夏や寒さ

の冬に対応するために、幼稚園、小学校、中学校全

ての教室、そして特別教室で必要な箇所にエアコン

を設置して３度目の夏を経験しています。現在、

ニュースで言われていますように、全国や県下には

多くの学校にエアコンが設置されていなく、深刻な

問題となっています。豊後高田市の皆さんは、こと

しのような猛暑の中でも快適な学校生活を送れてい

ると、そう思っておるところであります。設置され

ていない全国の学校のお友達には申し訳ないけれど

も、しかし、皆さんは、その点は幸せではないかと

思っています。そんな中で学力で体力で、そして豊

かな心づくりで本当によく頑張っていると思います。 

 しかし、災害はいつ起きるかわかりません。その
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時は安藤慶一郎議員の言われた、みんなの命を守る

ことが一番大切です。万一、災害が起きたとき、そ

れも最近のように大きな被害が出たときは、学校は

避難所となっています。被災された人たちは、整備

された総合体育館はないまでも、エアコンの整備さ

れた教室や特別教室で生活することは十分に可能に

なりますので、その時は大いに活用できるのではな

いかと考えておるところであります。 

 私たちは、児童の皆さんが、もちろんですけれど

も、市民の皆さんがどんなときも健康になり、そし

て元気になることを願っています。児童の皆さんが

これからも安心して学力に体力に、そして豊かな心

づくりに向けて努力していくことをこれからもずっ

と最大の声援を送り続けたいと、そう考えておると

ころであります。 

 総合体育館の建設につきましては、冒頭に申しま

したように、今後、しっかりと心に受けとめてまい

りたいと思っているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（安藤礼來君）  ただいまの答弁に対して再

質問はありませんか。６番、高松栞歩君。 

○６番（高松栞歩君）  学んで遊んで楽しいまちづ

くり委員会の高松栞歩です。再質問をします。 

 みんなの命を守るという視点から、災害時の避難

場所としても総合体育館は利用できると思います。

 私は７月の西日本豪雨の時、避難する場所がない、

また、あったとしても冷暖房等の設備が十分ではな

く、避難者が苦しんでいるニュースを見ました。そ

の時、安全で快適に避難できる場所の必要性を改め

て強く感じました。 

豊後高田市も例外ではなく、先日の豪雨では学校

や公民館などさまざまな場所が避難場所となりまし

た。避難してきた方も多かったと聞いています。 

 そこで今現在、豊後高田市の防災のための避難施

設についての現状、そしてお考えについて教えてく

ださい。 

○議長（安藤礼來君）  市参事兼総務課長、佐藤之

則君。 

○市参事兼総務課長（佐藤之則君）  高松議員から

の防災のための避難施設についての再質問にお答え

をいたします。 

 ことし７月の西日本豪雨の時には、広島、岡山な

どが大変な状況になりました。その時、豊後高田市

でも市内全域に避難勧告を発令し、市民の皆さんへ

避難をしてくださいを呼びかけました。その結果、

市内の小中学校の体育館、それから公民館など、避

難所12カ所に合計227人の方が避難をしました。 

 市内には市が安全と判断した指定避難所が34カ所

あり、9,470人の方が収容でき、食料や毛布など備蓄

物資も整備しております。そのうち17の施設に冷暖

房が設置されていますが、半分の施設にはありませ

ん。そのため、小中学校の体育館などでは、夏には

扇風機、冬にはストーブで対応をしているところで

あります。豊後高田市でも、もし大規模な災害が起

こった場合には避難所生活も長くなることから、臨

時的に冷暖房のレンタルなども考えていかなければ

ならないと思っています。 

 ご質問の中で、避難所としての体育館の活用とい

うことを指摘いただきました。避難所の命を守る機

能に加え、冷暖房設備による快適性も長期間の避難

では重要になります。そういった観点から、津波や

洪水など災害によっては使えない場合もありますけ

れども、先程教育長からお話がありましたエアコン

の整備された教室や特別教室、それに加えて、花っ

こルームやおひさまひろば、放課後児童クラブなど、

教育・子育て支援の拠点施設についても避難所とし

て活用できないか検討してみたいと思います。 

 高松議員、貴重なご意見ありがとうございました。 

 それから、市では、これまで全ての災害に対する

対策として小学校区での総合防災訓練や自治会ごと

の防災研修などを実施してきました。その中で、事

前の備えとして緊急避難グッズや非常食を準備する

など、自分の命は自分で守る自助と、災害が起こっ

たときには周りのみんなの命を考えて、より被害が

少なくなるよう行動するなど、地域住民がお互いに

助け合う共助の取り組みをお願いしてきました。皆

さんも学校でさまざまな避難訓練を実施しているこ

とと思いますが、自治会や学校区単位での防災研修、

避難訓練にも積極的に参加し、命を守るスキルを高

めていってください。よろしくお願いします。 

 なお、防災対策について市報の９月号、それから

９月５日から放送のケーブルテレビの防災特集でも

詳しく紹介しますので、ぜひごらんください。 

 以上でございます。 

○議長（安藤礼來君）  ほかに質問はありませんか。

６番、高松栞歩君。 

○６番（高松栞歩君）  これで質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（安藤礼來君）  一般質問を続けます。11番、

外山 渚君、12番、米光 裕君の発言を許します。1
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1番、外山 渚君。 

○11番（外山 渚君）  学んで遊んで楽しいまちづ

くり委員会の外山 渚です。私は、私たちの学びを

深めるＩＣＴの充実について質問します。 

 私たちは毎日、いろいろな教科の学習に頑張って

います。苦手な教科もありますが、先生に質問した

り、友達と話し合ったりして課題を一つずつ解決し

ていっています。 

 しかし、教科書や資料だけではイメージが湧かな

いときがあります。そのようなときは、電子黒板や

実物投影機を活用して実際の映像を見たり、インター

ネットで調べたりすることで理解を深めています。

 例えば、英語の学習では、映像や音声を手がかり

にインタビューの方法について学習をして、修学旅

行の時には自信を持って他国の方にインタビューを

することができました。 

学習発表では、ＩＣＴを活用してスライドを作成

し、わかりやすいプレゼンテーションをすることが

できました。 

 ここで質問者を交代します。 

○議長（安藤礼來君）  12番、米光 裕君。 

○12番（米光 裕君）  学んで遊んで楽しいまちづ

くり委員会の米光 裕です。質問を続けます。 

 このようにＩＣＴを使うことで、私たちはより多

くのことを効果的に学ぶことができます。私たちが

大人になるときは、今以上に社会がＩＴ化していく

と聞いています。実際、小学校で２年後にはプログ

ラミング学習も始まるそうです。 

 しかし、現在、学校ではインターネットを使うに

はパソコン教室に移動しなければならなかったり、

同時に幾つもの学年がパソコンを使うことができな

かったりする学校もあります。 

タブレット端末と通信環境が整えば、教室や図書

館で調べ学習を進めることができます。豊後高田市

内の学校間をつなぎ、考えを交流することもできま

す。兄弟都市として40年以上も交流が続いている島

原市の学校との交流もより一層深めることができま

す。他県では、タブレットを使って海外の人と会話

をする授業をしている学校があるそうです。 

 そのほかにも、例えば、跳び箱を跳んでいる様子

を動画で撮影して、ＩＣＴを効果的に活用していく

ことで、私たちの学習はさらに広がり、深まってい

きます。 

 そこで、１人に１台タブレットを用意してほしい

と思います。また、そのタブレットを使うための通

信環境を整えてほしいと思います。 

今後も豊後高田市の学校におけるＩＣＴの充実に

向けて、市ではどのようなお考えがあるのか教えて

ください。 

○議長（安藤礼來君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  私たちの学びを深めるＩ

ＣＴの充実についてお答えいたします。 

 教育のまち豊後高田市では、各学校がそれぞれの

特色を活かして、全ての子どもたちがしっかりと学

習できるよう、学校、家庭、地域が一つになって全

力で応援しています。ことしも皆さんの頑張りで学

力調査においてすばらしい成果を上げておりますし、

スポーツ面でも約２万3,000人の人口ですが、多くの

競技で優勝、準優勝、ベスト４、ベスト８と勝ち進

み、大変頼もしく思っております。 

 皆さんは学校において、21世紀を生き抜く力を育

むため、教科の学習や児童会活動、また体験活動、

ボランティア活動等、多くの学習をしています。ま

た、グローバル社会に対応していくため、世界に目

を向け、インターネットを活用した情報を収集した

り、発信したりしています。最近では、スマートフォ

ンのように、いつでも、どこでも、誰とでもいろい

ろなアプリを利用して、いろいろなことができるよ

うになりました。 

 2020年から本格的に始まるプログラミング教室を

始め、英語教育における英会話などのコミュニケー

ション力に対する重要性も高まって、その際にタブ

レット、Ｗｉ－ＦｉといったＩＣＴ環境の充実は大

変重要なものであると思っております。このＩＣＴ

環境の充実により、皆さんが学習への興味、関心が

高まり、授業に主体的に臨み、自分に合った進路を

学習できると思います。 

 提案のあった１人１台のタブレット端末の設置に

ついて、また通信環境の整備については、議員さん

の要望に沿えるよう努力してまいりたいと思ってお

ります。 

 皆さんは豊後高田市にとってかけがえのない存在

であります。将来、豊後高田市を担う人材になるよ

うに、市を挙げて全力で応援してまいりたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安藤礼來君）  ほかに質問はありませんか。

12番、米光 裕君。 

○12番（米光 裕君）  これで質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（安藤礼來君）  一般質問を続けます。４番、
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川口祐樹君、10番、二宮誉彰君の発言を許します。

４番、川口祐樹君。 

○４番（川口祐樹君）  市民にやさしいまちづくり

委員会の川口祐樹です。私はみんなの暮らしやすさ

につながるバリアフリーの取り組みについて質問し

ます。 

 私の学校では27年間引き継がれている活動があり

ます。それは、アルミ缶を集めて車いすや介護ベッ

ドを社会福祉協議会へ贈るという活動です。私は、

５年生の時、この活動がどのようにして生まれ、現

在まで引き継がれてきたのかについて調べたことが

あります。その中で、自分たちの活動が人の役に立っ

ていることに改めて気づくことができました。そし

て、もっと何かできることはないかと考えるように

なりました。 

 体が不自由な方の中には、住みなれた自宅で過ご

したいという方が多くいらっしゃると聞きます。そ

んな方々に私たちが贈った介護ベッドを利用しても

らえれば、体の不自由な方も、その方をサポートす

る方も生活しやすくなるのではないかと思います。 

 そこで、豊後高田市では体の不自由な方も、それ

をサポートする方も暮らしやすくするためにどのよ

うなことを行っているのか教えてください。 

○議長（安藤礼來君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  みんなの暮らしやすさに

つながるバリアフリーの取り組みについてお答えい

たします。 

 まず始めに、戴星学園の皆さんには平成30年度か

らこれまで27年間にわたりアルミ缶の収集を行い、

その収益で介護ベッドや車いすを社会福祉協議会へ

ご寄贈いただき、まことにありがとうございます。

この場をおかりして改めてお礼を申し上げます。 

 さて、ご質問の体の不自由な方やその方をサポー

トする方が暮らしやすくするための取り組みについ

てですが、体の不自由なこととは、高齢化や病気な

どにより今までできたことが少しずつできなくなり、

介護を必要とする方や心身の障がいにより生活に制

限を受ける方などが考えられます。市では、そのよ

うな方々の困り事に対して、できるだけ解消される

ように、バリアフリーの取り組みを推進しています。 

 具体的には、多くの皆さんが利用する市役所や図

書館などの公共施設では、足の不自由な方や車いす

でも利用しやすいように段差をなくし、スロープや

手すりなどを設置しています。また、視覚障がい者

の方のために音声案内ができる多目的トイレの設置

や市報の点字、音字なども行っております。そのほ

かにも、歩道等に設置している点字ブロックや市の

ホームページなどで文字を大きくすることができる

のもバリアフリーの取り組みの一つであります。 

 そのような公共施設等のバリアフリー化に加え、

できるだけ住みなれた地域で、また自宅で生活して

いけるように、介護用のベッドや車いす、補聴器な

どの身体上の障がいを補うための補装具や日常生活

用具を購入したり、借りることができるようなサー

ビスや、高齢者や障がい者が安心して暮らせる介護

する家庭の負担を軽減していくために、自宅のトイ

レやお風呂を改修したり、また、スロープを設置す

るための助成制度などもあります。 

 ご寄贈いただいた介護ベッドや車いすも、借りた

いという希望者に対して、社会福祉協議会から貸し

出しを行っております。あわせて、食事や洗濯、掃

除、買い物などができない方は、ホームヘルパーさ

んのお手伝いをしたり、お風呂に入れない方は訪問

入浴サービスなどをしております。 

 このような取り組みは、住みなれた地域や自宅で

生活していけるように支援をするものであります。

どうしても自宅で生活が困難な方のために老人ホー

ムなど生活のできるような支援を行っているところ

でもあります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安藤礼來君）  ただいまの答弁に対して再

質問はありませんか。10番、二宮誉彰君。 

○10番（二宮誉彰君）  市民にやさしいまちづくり

委員会の二宮誉彰です。再質問をします。 

 私の学校では、毎年、３年生が老人ホームに行っ

て高齢者の方と触れ合いを行っています。私も３年

生の時に高齢者の方と交流をしました。その時、車

いすを使って移動している方がいました。その方の

様子を見ていると、車いすで生活をしている方の大

変さを感じました。この活動で大変さを感じた後か

ら、市内でも体の不自由な方を見かけると、何か生

活をする中で困っていることがあるのではないかと

考えるようになりました。体が不自由な方がどんな

支援を必要としているのかについて、知らないと無

関心で理解できないままだと思います。だから、もっ

と知ることが大切だと考えます。どんなものが必要

なのかはもちろん、豊後高田市で行っているいろい

ろな支援の内容をみんなが知ったり、例えば、贈ら

れた介護ベッドがどのように活用されているのか、

喜ばれているかなど、支援者側が知ることによって、

もっと行動しないと考えると思います。 
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 そこで、豊後高田市として体の不自由な方やサポー

トされる方へのさまざまな取り組みをどのように市

民の方々にお知らせをしているのか教えてください。 

○議長（安藤礼來君）  社会福祉課長、植田克己君。 

○社会福祉課長（植田克己君）  それでは、二宮誉

彰議員の再質問にお答えします。 

 まず初めに、これまで贈呈していただいた介護ベッ

ドや車いすの活用状況についてですが、借りたいと

いう希望者が非常に多く、特に介護ベッドは、ほぼ1

00％活用されている状況であります。利用者の皆さ

んは、介護ベッドを借りることができて、起き上が

りが楽になった、転倒防止になると、高額な介護ベッ

ドを借りることができて非常にありがたいというう

れしいご意見をお聞きしております。 

 次に、市が行っているサービスや支援の内容につ

いての市民の方々へのお知らせにつきましては、ホー

ムページやケーブルテレビ、市報などを通じてお知

らせをしております。 

 あわせて、介護サービスや障がい福祉サービスを

利用する場合は相談を受ける専門の方がおりますの

で、そういった方々に制度の内容などについて周知

を行い、対象者へお知らせをしております。 

 議員ご提案のように、体の不自由な方がどういう

支援を必要としているのか、また、どのような支援

があるのかなど、ご本人だけではなく、周りの方々

に知っていただくことは非常に大切であります。そ

のことにより、体の不自由な方の困り事に関心を持

ち、誰もがお互いを尊重し、理解し、相互に助け合

うことのできる地域社会の実現を目指してまいりた

いと思いますので、今後ともぜひ皆様方のご協力を

いただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（安藤礼來君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  先程、私の答弁の中で、

戴星学園の皆さんの取り組みを平成30年度からと申

したわけでありますが、平成３年度からが正しいの

で修正をさせていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○議長（安藤礼來君）  ほかに質問はありませんか。

10番、二宮誉彰君。 

○10番（二宮誉彰君）  これで質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（安藤礼來君）  一般質問を続けます。１番、

河野快星君、８番、銅野聖波君の発言を許します。

１番、河野快星君。 

○１番（河野快星君）  にぎわいのあるまちづくり

委員会の河野快星です。私は、みんなに愛される日

本遺産や文化財にするための取り組みについて質問

をします。 

 豊後高田市には千年の昔からこの地に広がった伝

統的な文化があります。すぐれた文化財や史跡も多

く残されており、その保存、継承の活動が行われて

います。 

 ことし５月24日には、鬼が仏になった里「くにさ

き」として日本遺産に認定されました。自分たちの

住む町が日本遺産に認定されたと聞いたときは、と

てもうれしかったです。その時の記者会見で佐々木

市長さんは、観光や地域の活性化につなげていきた

いとおっしゃっていました。 

 この日本遺産や文化財は私たちの宝です。このす

ばらしい宝を市民みんなで大切にし、受け継いでい

くためには、みんながもっと日本遺産や文化財を知

ることが大切だと思います。例えば、地域に展示室

や資料館をつくって、その地域に残る日本遺産や文

化財を紹介し、さらに見学するコースをつくること

によって、僕たちの学習になると思います。また、

市外から訪れた方にも、地域の方にも愛される日本

遺産や文化財になると思います。そのような計画が

あるのか教えてください。 

○議長（安藤礼來君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  みんなに愛される日本遺

産や文化財にするための取り組みについてお答えい

たします。 

 豊後高田市には六郷満山という仏教文化に代表さ

れる数多くの歴史や文化遺産、そして地域が長い間

伝えてきたお祭りなどの行事がたくさん残っていま

す。国宝や富貴寺大堂や熊野磨崖仏、真木大堂の仏

像などは皆さんもよく知っている文化財と思います。

また、最近では耶馬と呼ばれる景勝のよいところが

国の名勝として文化財に指定されるなど、豊後高田

市には新しい文化財もたくさん発見されています。

そして、今年度は鬼が仏になった里「くにさき」が

日本遺産に認定されました。多くの市民の皆様にも

喜んでいただいたところでもあります。 

 この日本遺産は、先日の日本文化財探訪研修でも

体験した児童の皆さんもたくさんいますが、今回、

認定された日本遺産のストーリーの主人公は鬼です。

皆さん鬼ということばを聞くと、どこか怖いイメー

ジがあると思いますが、豊後高田市の鬼は人々に幸

せをもたらす優しい存在とされています。長い歴史
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をかけて、地域が鬼と過ごしてきた文化は、現在も

しっかりと受け継がれております。 

 私たちは、この日本遺産を始め、数多くの文化財

を末永く受け継いでいくことは、非常に大切なこと

だと思っております。そのためには、まず皆さんが

豊後高田市の歴史や文化のよさを知ってもらうこと

が一番だと思います。 

 ご質問の展示室や資料館を整備することは大事な

ことだと思いますが、実際に現地を訪れることで、

文化財の魅力を、その環境も含めて実感しながら学

習してもらいたいと考えております。 

 今、現地に説明板を設置していますが、小中学校

を対象とした地域の歴史や文化財をめぐり、学習や

出前講座などを実施しています。その中でわからな

いことがあったら何でも質問してください。これか

らも日本遺産や文化財を活用した地域の活性化や観

光振興を図るため、従来の資料館は全国で赤字が続

いております。そのような箱物はつくらなくて、豊

後高田市の全地域が資料館となるよう考えています。

そのためにソフトをつくり、観光施設や病院のテレ

ビを利用して、広く観光客や市民の方々に豊後高田

市の貴重な文化に触れていただき、そのよさをアピー

ルしていきたいと思いますので、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（安藤礼來君）  ただいまの答弁に対して再

質問はありませんか。８番、銅野聖波君。 

○８番（銅野聖波君）  にぎわいのあるまちづくり

委員会の銅野聖波です。再質問をします。 

 私は学校で田染荘や富貴寺などの文化財について

勉強をしたり、清掃活動をしたりしているので、文

化財に興味が湧き、ふるさとの文化財を大切にする

気持ちが高まっています。また、どの小学校でも、

それぞれの地域にある文化財を調べ、考え、そして

それを説明する学習をしています。 

 ８月22日には、私たちの友達が豊後高田市の文化

財史跡探訪に参加をしましたが、インターネットや

本を参考にして、手づくりの資料をつくって説明を

しました。しかし、調べ学習で私たちが目にする資

料は、書かれていることばが難しく、わかりづらい

ことが多いです。そこで、日本遺産や市内に点在す

る文化財について、簡単なことばで説明をした子ど

も用のパンフレットや資料があると、とても参考に

なると考えています。パンフレットや資料をつくる

計画はありますか。また、日本遺産や文化財の保存、

継承のために私たちにできることがないか教えてく

ださい。 

○議長（安藤礼來君）  文化財室長、板井浩君。 

○文化財室長（板井 浩君）  銅野議員のみんなに

愛される日本遺産や文化財にするための取り組みに

ついての再質問にお答えします。 

 まず、各学校において、地域の文化財についての

学習や清掃活動をしていただいていることに対して、

お礼を申し上げたいと思います。長年、受け継がれ

た文化財を守り伝えることは、一番大切なことだと

思っています。文化財を大切に思う皆さんの取り組

みは大変すばらしいことです。これからも引き続き

文化財を守る取り組みをお願いいたします。 

 そして、ご質問にありましたように、先週、８月2

2日に小学校児童による豊後高田市の文化財探訪研

修を実施しました。今回は、ことし認定を受けまし

た日本遺産に関係する場所を訪れ、研修する内容で

実施をいたしました。各学校で事前に調べ学習をしっ

かりと行っていただいておりましたので、その成果

がよくあらわれ、当日の発表などは大変すばらしかっ

たと感じました。このような研修を行い、皆さんが

地域の歴史や文化を学ぶことで、自分が生まれ育っ

たふるさとのよさを知り、郷土を愛する心が養われ

ているものと思います。地域を学ぶ学習の場として、

これからも引き続き、この研修を実施していきたい

と考えています。 

 ご質問の子ども用のパンフレットについてですが、

今回、認定を受けました日本遺産の内容をわかりや

すく伝えるため、現在、子ども版日本遺産ストーリー

ブックの制作を行っております。この中でもできる

だけ多くの文化財をわかりやすく紹介したいと考え

ています。子どもから大人まで読んで楽しめるよう、

絵本タイプで制作し、市内の学校や図書館などに配

布をする予定としております。また、今、皆さんの

お手元にこういった冊子の表紙を１枚、コピーした

ものをお配りしております。この冊子につきまして

は、豊後高田の長い歴史の中でさまざまな分野で活

躍した人たちを紹介した伝えたい豊後高田の先人た

ちであります。 

 そして、もう一つが、これが表紙なんですが、高

田の歴史をわかりやすくまとめた子ども版の豊後高

田の歴史という本があります。こういった資料など

もそれぞれ各学校の図書館に置いておりますので、

これからふるさとを学ぶ学習の時に活用していただ

ければというふうに思っております。 

 以上でございます。 
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○議長（安藤礼來君）  ほかに質問はありませんか。

８番、銅野聖波君。 

○８番（銅野聖波君）  これで質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（安藤礼來君）  一般質問を続けます。２番、

土居光一郎君、７番、北迫黎風君の発言を許します。

７番、北迫黎風君。 

○７番（北迫黎風君）  にぎわいのあるまちづくり

委員会の北迫黎風です。僕たちは、僕たちのふるさ

との観光地の発展について質問をします。 

 豊後高田市には昭和の町を始めとする長崎鼻や真

玉海岸の夕陽などのすばらしい観光地、そしてホー

ランエンヤや若宮神社の裸まつりなどのお祭りがた

くさんあり、観光客の方が多く訪れています。 

 僕たちは学校の活動として、豊後高田市のことを

学習したり、観光地の清掃や花の種まきをしたり、

外国から修学旅行で来た子どもたちなどに豊後高田

市のことを紹介したりしています。そのたびに、僕

たち自身が豊後高田市のよさに気づくことができま

す。だから、いろいろな人に豊後高田市のよさを知っ

てもらい、もっと多くの人に訪れてほしいと思って

います。そして、来てくれた人には、また来たいと

思ってほしいです。そのためには、例えば、昭和の

町に市民の方々や観光客の方々が触れ合えるような

場所があるといいと思います。ここで質問を交代し

ます。 

○議長（安藤礼來君）  ２番、土居光一郎君。 

○２番（土居光一郎君）  にぎわいのあるまちづく

り委員会の土居光一郎です。質問を続けます。 

 私は、ふるさとの観光地をもっと発展させるため

に、観光客の方だけでなく、市民の方々が豊後高田

市の観光地を訪れたり、お祭りに参加したりするよ

うになるといいと思います。例えば、昭和の町に気

軽に買い物をするようなお店があると、市民の方々

も子どもももっと行くようになるのではないかと思

います。そして、僕たちがやっている観光地の清掃

活動や花の種まきのような活動を市民の方々と一緒

にやっていけたらいいなと思います。 

 そこで、今後、昭和の町や観光地、お祭りを市民

の方々を始め、子どもや観光客に親しんでいただく

ためにどのようなことを考えているのか教えてくだ

さい。 

○議長（安藤礼來君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  僕たちのふるさとの観光

地の発展についてお答えいたします。 

 私たちの豊後高田市には昭和の町や国宝富貴寺大

堂、熊野磨崖仏などを代表する六郷満山文化、田染

荘小崎など数多くの歴史、文化遺産があります。ま

た、日本夕陽百選の真玉海岸、縁結びの神様粟嶋社、

花とアートの岬長崎鼻など、そして国の名勝に指定

された天念寺耶馬、そして無動寺耶馬、さらに中山

仙境（夷谷）が今回名勝指定にふさわしいとの答申

をいただいております。さらには、それぞれ泉質が

異なる６つの温泉があります。数多くの観光資源に

恵まれており、近年は昭和の町に年間37万人のお客

さんが訪れております。市全域で110万人のお客さん

をお迎えし、このことから子ども市議会の議員の皆

様を始め、多くの市民の皆様の観光振興に対するご

理解とご協力があってできることと思っております。

改めて感謝を申し上げます。 

 現在、豊後高田市では、さまざまな観光振興事業

を行っていますが、これは本市にある多くの観光資

源を活かして、地域を元気にするためのものであり

ます。例えば、観光がもたらす豊後高田市への効果

を申しますと、平成28年度に観光客が市内に使って

くれる金額、観光消費額は年間23億円と推計されて

おります。同じ年の豊後高田市の小売業の年間商品

販売額が181億円であることから考えますと、観光は

市の経済を支える重要な産業の一つと言っても過言

ではないと思っております。 

 したがって、観光地としてさらに発展させ、より

多くの方々に豊後高田市に訪れてもらうことで、市

がもっと元気になり、市の発展の源になります。そ

ういったことから、観光振興は市にとってはとても

重要なものであります。まず市民の方々に観光地と

して、その魅力を知っていただき、そして体感して

いただくことが大切だと考えております。 

 今後の観光振興の取り組みにつきましては、現在、

ケーブルテレビやインターネット、フェイスブック

でも紹介していますが、例えば、長崎鼻ではビーチ

の魅力アップや健康づくりのためのサービスの提供

など、集客力を向上するため、長崎鼻パーフェクト

ビーチ事業を行っています。昭和の町では、町の魅

力をさらに高めるため、新町通り商店街にある大分

銀行跡地に来年度、新しい観光拠点施設をつくるた

め、現在、設計を行っております。この施設では、

観光客だけでなく、市民の方々が交流できる広場な

どをつくる予定であります。 

 また、最近、大変多くの外国人観光客にお越しを

いただいておりますが、来年にはラグビーワールド
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カップ、そして再来年には東京オリンピックが控え

ております。今後、世界中からより多くの外国人が

日本を訪れます。その方々に豊後高田市に訪れても

らえるよう、受け入れ環境整備は大切です。具体的

には、昭和の町の商店街の中でもインターネットを

使えるようＷｉ－Ｆｉ環境や外国語の観光案内装置

看板、そして昭和の町のホーランエンヤや裸祭りな

どのお祭りも観光客の方がスマートフォンで楽しめ

るように案内動画の制作なども取り組んでおります。 

 いずれにいたしましても、観光地としてさらに発

展していくためには、子どもから大人を含めた全て

の市民の方々に自分たちの町に誇りを持っていただ

くと同時に、観光客に対する心の通ったおもてなし

が何より大切であると思っております。 

 そういうことから、市民の方々による観光地の清

掃活動の継続や市全体で観光客を温かくお迎えする

環境づくりを今後とも市民の皆様と一緒になって取

り組んでまいりますので、子ども市議会議員の皆様

方のご協力をお願い申し上げます。よろしくお願い

いたします。 

○議長（安藤礼來君）  ほかに質問はありませんか。

２番、土居光一郎君。 

○２番（土居光一郎君）  これで質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（安藤礼來君）  一般質問を続けます。３番、

穴瀬ひかり君、９番、後藤凰我君の発言を許します。

３番、穴瀬ひかり君。 

○３番（穴瀬ひかり君）  市民にやさしいまちづく

り委員会の穴瀬ひかりです。私たちは、人にも生物

にも優しいクリーンなまちづくりについて質問をし

ます。 

 私たちは４年生の時に社会見学でごみ処理場に

行って、暮らしから出るごみについての学習をしま

した。ごみ処理場ではかなりの量のごみが集められ

ており、それを見たとき、自分たちが出したごみが

こんなにたくさんあることにショックを受けました。

これをきっかけに、ごみの分別やリサイクルについ

て学習をして、ごみを減らすことの大切さに気づき

ました。 

 私たちは学校の周りや地域に出かけて、ごみ拾い

を行っています。しかし、残念ながら、お祭りなど

の行事の後には、公園や川、田畑などに空き缶やお

菓子の袋などのごみが捨てられていることがありま

す。行事にお客さんがたくさん来てくれることはと

てもうれしいのですが、行事の後にごみがたくさん

落ちていることはとても残念です。 

 また、普段でも公園や田畑、用水路など、ごみが

捨てられているのを見たこともあります。公園や道

路、川などには、ポイ捨て禁止と書かれている看板

が立てられていますが、それでもごみが捨てられて

います。そこで、豊後高田市としてポイ捨てのごみ

を減らすためにどのような対策をとっているのか教

えてください。 

○議長（安藤礼來君）  市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  人にも生物にも優しいク

リーンなまちづくりについてお答えいたします。 

 ごみのないクリーンなまちづくりのためには、定

期的に清掃活動を行うことで、ごみのない美しい状

態を保つことと、市民の皆様はもとより、本市を訪

れる観光客の皆様に対して、ポイ捨て防止等の呼び

かけを続けることが重要であると考えております。 

 その取り組みといたしましては、年に３回、多く

の市民の皆様に参加をしていただき、長崎鼻や真玉

海岸などの清掃活動に行うごみゼロ健康スタンプラ

リーを開催いたしております。最近では、長崎鼻サ

マーフェスティバルの翌日、７月16日に長崎鼻と若

宮八幡周辺の清掃活動を行いました。２つの会場で

およそ270人の方に参加をしていただきました。約１

時間の清掃活動で、およそ380キログラムのごみを集

めることができました。 

 また、中央公園周辺では、毎月１回、ポイ捨て防

止の呼びかけや清掃活動を行うごみゼロＧメンパト

ロールを行っており、ポイ捨てだけでなく、ペット

のふんなどについても正しい処理を呼びかけている

ところでもあります。 

 そして、毎年５月30日はごみゼロぶんごたかだの

日として、ごみゼロぶんごたかだ推進大会を開催い

たしております。この日は、長年、ごみ拾いのボラ

ンティアを続けてくださった方などの表彰や環境問

題についての講演会を行うとともに、ごみゼロ総行

動として住んでいるところや学校、職場周辺のごみ

拾いをみんなで行うことで環境美化に対する意識を

高める取り組みを行っております。 

 さらに、小学校４年、５年、６年生の皆様には、

毎年、環境標語を考えていただいていますが、応募

作品の中から選考しまして、優秀作品については看

板にして昭和の町周辺に掲示し、小学生から啓発メッ

セージとして活用させていただいておるところでも

あります。 

 今回、いただいたご意見をお聞きする中で、私は
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子ども議員の皆さんの市を思う気持ちを肌で感じさ

せていただきました。貴重なご意見として受けとめ

させていただきたいと思います。ありがとうござい

ます。皆さん方のこのような意識を学校の友達にも

知らせていただき、学校全体に広げてほしいと思い

ます。さらには、各家庭や地域の方にも伝えていた

だき、その輪が大きく広がることを期待いたしてお

ります。また、この取り組みを継続することにより、

将来にわたって豊後高田市がごみのないきれいな町

になることを市民の皆様と一緒になって推進できれ

ばと思っております。ご提案ありがとうございます。 

○議長（安藤礼來君）  ただいまの答弁に対して再

質問はありませんか。９番、後藤凰我君。 

○９番（後藤凰我君）  市民にやさしいまちづくり

委員会の後藤凰我です。再質問します。 

 私もお祭りの後、河川敷や川などにごみが落ちて

いるのをよく見ます。川や田畑にごみが落ちている

と、私たち人間が気持ちよく生活できないだけでな

く、そこに生きている生物たちが住みにくくなって

しまいます。以前、海で溺れて羽が黒く汚れてしまっ

た鳥がテレビに映っているのを見たことがあります。

その黒い鳥の映像が印象に残っています。この海が

汚れてしまったことを考えると、川でも同じことが

起こったら、川に住んでいる生物が住みにくくなる

と思いました。そこに住んでいる生物が住みにくく

なるということは、自然を壊していくことにつながっ

ていきます。私たちが優しい気持ちを持たなければ、

自然を守っていくことはできないと思います。そこ

で、ごみゼロ運動のほかに自然を守っていくために

どのような取り組みや呼びかけをしているのか教え

てください。 

○議長（安藤礼來君）  環境課長、後藤史明君。 

○環境課長（後藤史明君）  人にも生物にも優しい

クリーンなまちづくりについての再質問にお答えし

ます。 

 ポイ捨てを防止するためには、自分たちの住んで

いる町を美しくするための行動や呼びかけが重要で

すが、それに加えて、なぜごみを捨ててはいけない

かといったことを学習することや環境問題に興味を

持つことが大切であると考えています。そのため、

本市では市内の幼稚園や保育園、小中学校と連携し、

ごみの問題を始めとした環境問題について学んでい

ただいております。 

 先月、夢いろ幼稚園で開催しましたオリジナルエ

コバックづくりでは、子どもたちと保護者へ買い物

の際には、ごみになるレジ袋をもらわないようにす

る呼びかけを行うとともに、ビニール袋が捨てられ

て海に流れ込んだ場合、海に住む生き物にも悪い影

響があることについても説明しました。 

 このほかにも、ことし６月には、本市の環境に対

する基本的な姿勢や、市、市民、事業者の役割など

を定めた環境基本条例を制定しました。そして、７

月には市報ぶんごたかだやケーブルテレビでごみに

ついての特集を行うなど市民の皆さんへ環境につい

て関心を持ってもらう取り組みを行っています。 

今後もこのような学習会の開催やいろいろなメディ

アを使ったお知らせなどを行い、自然を守ることの

大切さを含めた環境問題について、一人でも多くの

方々に興味を持ってもらう取り組みを進めていきた

いと考えています。 

 以上です。 

○議長（安藤礼來君）  ほかに質問はありませんか。

９番、後藤凰我君。 

○９番（後藤凰我君）  これで質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議長（安藤礼來君）  これにて一般質問を終結い

たします。 

○議長（安藤礼來君）  日程第８、委員会設置の件

を議題といたします。 

 お諮りいたします。市民にやさしいまちづくり委

員会、にぎわいのあるまちづくり委員会、学んで遊

んで楽しいまちづくり委員会を設置し、ぶんごたか

だ子ども市議会の提言案をまとめていただきたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安藤礼來君）  ご異議なしと認めます。よっ

て、ただいまの各委員会を設置し、提言案をまとめ

ることに決定いたしました。 

○議長（安藤礼來君）  日程第９、各委員会の委員

長及び副委員長並びに委員の互選を行います。 

 互選の方法は、指名推選の方法を用いたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安藤礼來君）  ご異議なしと認めます。よっ

て、互選の方法は指名推選の方法を用いることに決

定しました。 

 市民にやさしいまちづくり委員会委員長に高田小

学校６年、栗本琥太郎君、副委員長に戴星学園６年、

川口祐樹君、委員に桂陽小学校６年、穴瀬ひかり君、

高田小学校６年、後藤凰我君、真玉小学校６年、二
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宮誉彰君、三浦小学校６年、池森夏妃君。 

 にぎわいのあるまちづくり委員会委員長に桂陽小

学校６年、大西一歌君、副委員長に呉崎小学校６年、

土居光一郎君、委員に田染小学校６年、河野快星君、

高田小学校６年、北迫黎風君、河内小学校６年、銅

野聖波君、香々地小学校６年、安藤礼來君。 

 学んで遊んで楽しいまちづくり委員会委員長に桂

陽小学校６年、近藤海空君、副委員長に高田小学校

６年、安藤慶一郎君、委員に香々地小学校６年、高

松栞歩君、臼野小学校６年、外山 渚君、真玉小学

校６年、米光 裕君、草地小学校６年、冨重貴弘君

を指名いたしたいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（安藤礼來君）  ご異議なしと認めます。よっ

て、ただいまの各委員長及び副委員長並びに委員が

互選されました。 

 各委員の皆様方につきましては、この後、各委員

会において提言案の審査をお願いします。再開後、

各委員長の報告を求め、委員長報告に対する質疑、

討論、採決を行います。 

 しばらく休憩します。 

午前10時37分 休憩 

午前11時10分 再開 

○副議長（冨重貴弘君）  休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 これより副議長、冨重貴弘が議事進行を行います。

よろしくお願いします。 

○副議長（冨重貴弘君）  日程第10、これより委員

長の報告を求めます。 

 市民にやさしいまちづくり委員長、栗本琥太郎君。 

○市民にやさしいまちづくり委員長（栗本琥太郎君）

  市民にやさしいまちづくり委員会委員長の栗本琥

太郎です。市民にやさしいまちづくり委員会の提言

をまとめましたので報告いたします。 

 市民にやさしいまちづくりとは、みんなの暮らし

やすさにつながるバリアフリー化や、人にも生物に

もやさしいクリーンなまちづくりを進めることだと

思います。それは、豊後高田市に住んでいる人、豊

かな自然、そこに住む生物にもやさしい町を、人任

せではなく自分たち自身がつくっていくことによっ

て実現すると考えます。 

 現在、豊後高田市では市民の暮らしやすさにつな

がるさまざまなサポートがあります。例えば、誰も

が利用しやすいように、みんなが使う施設では段差

をなくしてスロープをつけたり、歩道には点字ブロッ

クなどの設備を整えたりしています。また、市報の

点字、音訳やホームヘルパーさんの支援、自宅で生

活できるように改修のサポートなどもあります。豊

後高田市のサポートが充実していることを知り、私

たちもやさしいまちづくりのためにできることをし

たいと思いました。 

 また、市の行事には市内、市外からたくさんのお

客さんが訪れ、楽しんでくださっています。とても

うれしいことです。しかし、行事の後、ごみがあち

こちに捨てられていることがあります。地域の川や

山などでもごみを見ることがあります。これはとて

も悲しいことです。豊後高田市では、現在、ごみの

減量や環境を守るための取り組みが多くなされてい

ます。私たちの学校や家庭でも同じように取り組ん

でいますが、地域でごみを見かけると、もっとでき

ることがあるのではないかと思います。そこで、私

たちの豊後高田市をもっとやさしい町にするために

３つのことを提言します。 

 １つ目は、積極的に情報を受け取り、発信するこ

とです。例えば、私たち一人一人が体の不自由な方々

や支援を必要としている方々についてもっと知ろう

とすれば、どんなことに困っているのか、どのよう

な支援を必要としているのか理解することができま

す。まずは積極的に知ろうとすることが大切だと思

います。 

 そこで、小学生の私たちにできることを考えまし

た。学校では高齢者や障がい者の方々の権利や、お

互いに助け合うことの大切さなどを学んでいます。

実際に地域の高齢者や障がい者の方と触れ合う機会

もあります。その時に積極的に話をしたり、学んだ

ことをまとめ、学校のホームページで知らせたりす

ることができるのではないかと思います。私たちの

学校でも取り組んでいる体験活動やアルミ缶回収の

活動も市報やケーブルテレビを通して市民の方にお

知らせしていただいていますが、もっと市民の方に

知ってもらうためにも、自分たちから情報発信して

いくこともできるのではないかと思います。お互い

の持っている情報を共有することで、理解が深まり、

行動したいという気持ちにつながるのではないでしょ

うか。 

 ２つ目は、分別回収ボックスを市内の自動販売機

の横へ設置することです。私たちの学校ではアルミ

缶を集めて介護ベッドを贈る取り組みをしています。

豊後高田市もみんなでアルミ缶を集めることで多く
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の介護ベッドや車いすなど、支援に必要なものを贈

ることができると思うのです。市報やケーブルテレ

ビで市民の皆さんに呼びかければ、協力の輪も広げ

ることができると考えます。 

 ３つ目は、町をきれいにする意識を高める活動を

行うことです。豊後高田市にはたくさんのお客さん

がいらっしゃいます。せっかく来ていただいたとき

にごみが捨てられていると残念な気持ちになると思

います。私たちはそれぞれの学校で地域に出かけて

清掃活動を行っています。道路を歩きながらごみを

拾ったり、地域の文化財などの清掃活動をしたりす

ると、ごみを捨ててはいけないという気持ちや豊後

高田市がずっときれいな町であってほしいという気

持ちが生まれてきます。そこで、これからも地域に

出かけて清掃活動を続けていき、みんなできれいな

町をつくり、自然にもやさしいまちづくりに貢献し

ていきたいと思います。 

 以上の３つを私たちを始め、皆さんで考え、実行

していけば、やさしい町をみんなで力を合わせてつ

くることができると考え、私たち市民にやさしいま

ちづくり委員会６名の提言とします。 

 これで報告を終わります。 

○副議長（冨重貴弘君）  にぎわいのあるまちづく

り委員長、大西一歌君。 

○にぎわいのあるまちづくり委員長（大西一歌君） 

 にぎわいのあるまちづくり委員会委員長の大西一歌

です。にぎわいのあるまちづくり委員会の提言をま

とめましたので報告いたします。 

 豊後高田市は豊かな自然と歴史や文化の香るすて

きな町です。そして、千年の昔から伝わる伝統文化

や祭り、多くのすぐれた文化財や史跡を大切にし、

受け継いでいく活動が脈々と続けられてきています。

この豊かな自然や歴史、文化は私たちの財産で宝で

す。豊後高田市に暮らす私たちには、このすばらし

い自然や歴史を大切に守り、受け継いでいく責任が

あります。 

 また、新たな発想が具体化したり、これまで見え

なかった資源や財産が発掘されたりしたものもあり

ます。昭和の町や日本夕陽百選に選ばれた真玉海岸、

花とアートの岬長崎鼻など景勝地や観光地です。こ

のような場所に年間110万人を超える人たちが訪れて

いるそうです。そして、今、観光客だけでなく、市

民の方々や私たちが買い物のできるさまざまなお店

や交流ができる広場をつくる計画も進んでいると聞

きました。私たちも利用ができる施設なので楽しみ

にしています。 

 私たちは受け継いだ財産を大切にして、人と人と

がつながる町をつくることがにぎわいのあるまちづ

くりにつながると考えています。そして、私たち自

身がそのようなまちづくりに貢献したいと思ってい

ます。そこで、この豊かな自然や歴史、文化を未来

につなぐために、にぎわいのあるまちづくり委員会

から小学生の私たちに今できることとして３つのこ

とを提言します。 

 １つ目は、私たちが日本遺産を始め、たくさんの

文化財についてしっかり学習し、豊後高田市の歴史

やよさを伝えるようにするということです。例えば、

現地へ出かけて調べ学習をしたり、地域の歴史や文

化財を巡る出前講座を通して学習したりしたいと思

います。さらには、豊後高田市を訪れた方々と交流

を図り、学んだことを伝えることで地域の活性化に

貢献したいと思います。 

 ２つ目は、各小学校オリジナルの小学生向けのパ

ンフレットをつくってはどうかということです。現

在、それぞれの学校で地域の文化財について勉強し

たり、清掃活動をしたりしています。そして、その

学習成果を活かして資料をつくり、夏休み中に行わ

れる豊後高田市の文化財、史跡探訪や島原市の小学

校・児童会との交流会で説明をしています。この学

習をさらに広げ、豊後高田市で今後作成予定の子ど

も版日本遺産ストーリーブックや伝えたい豊後高田

の先人たち、そして、子ども版豊後高田の歴史など

も参考にしながら、オリジナルの小学生向けのパン

フレットをつくれば、豊後高田市内の学校同士で紹

介し合ったり、ホームページなどに掲載して県外の

方々にも紹介したりすることができます。 

 ３つ目は、私たちも観光地での人と人とのつなが

りを大切にするために、これまで以上にあいさつ運

動に取り組み、心の通ったおもてなし活動に協力す

るということです。 

来年に迫ったラグビーワールドカップ、再来年の

東京オリンピックに世界中から日本に多くの外国人

観光客が訪れます。豊後高田市にも訪れていただけ

るように外国語の観光案内看板や案内動画などの制

作が進められているそうです。 

また、今後、市民の方々による観光地の清掃活動

や市全体で観光客を温かくお迎えする環境づくりを

されるということなので、私たちも市民の方々と一

緒に環境づくりに協力し、気持ちよく豊後高田市に

来ていただけるように、心の通ったおもてなしの活
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動に協力したいと考えています。具体的には、現在

行っている観光地での清掃や花の種まきなど、美し

い環境づくりを継続すること、市に訪れた国内外の

子どもたちに豊後高田市の紹介をして交流を深める

こと、そして今まで以上に明るいあいさつをするこ

とです。市内全ての学校ではぶんごたかださわやか

あいさつ運動の取り組みを通して、あいさつの飛び

交う学校づくりを目指しています。この活動をもっ

と充実させ、いつでも、どこでも、誰にでもさわや

かなあいさつができるようになれば、一番の心の通っ

たおもてなしになると思います。 

 以上の３つを私たちを始め、豊後高田市に住む皆

さんで考え、実行していけば、私たちのふるさと豊

後高田市の豊かな自然や歴史、文化を未来につなぐ

ことができると考え、私たちにぎわいのあるまちづ

くり委員会６名の提言とします。 

 これで報告を終わります。 

○副議長（冨重貴弘君）  学んで遊んで楽しいまち

づくり委員長、近藤海空君。 

○学んで遊んで楽しいまちづくり委員長（近藤海空

君）  学んで遊んで楽しいまちづくり委員会委員長

の近藤海空です。学んで遊んで楽しいまちづくり委

員会の提言をまとめましたので、報告いたします。 

 私たちは学校で自分の考えを持ち、友達と話し合

いながら課題を解決する学習をしています。土曜日

や放課後には、学びの21世紀塾で地域の方々から勉

強やスポーツを学んだり、さまざまな体験活動に参

加したりしています。新しいことを知ったり、でき

るようになったりすると、とても楽しいです。 

 私たちが大人になるころの社会では、今よりもっ

と情報化が進み、ＡＩやロボット、そして世界中の

人々と一緒に仕事をしていくようになると言われて

います。どんな未来が待っているのか不安な気もし

ますが、とても楽しみです。今、学校ではＩＣＴを

使った授業が行われていますが、私たちが主体的に

学ぶことにとても役立っています。私たちは、自分

たちが抱いているそれぞれの夢を実現するために、

もっといろいろなことに頑張っていきたいと思って

います。 

 一方で、最近、豪雨や台風による自然災害が各地

で発生しており、自分たちのところでも災害が起こ

るのではないかと不安な気持ちになります。 

現在、豊後高田市では避難生活が長くなるような

大規模な災害は起きていませんが、長期的になるこ

とも考えて、みんなの命を守る施設の整備に努めて

くれています。指定避難所34カ所の内、17カ所は冷

暖房が完備されており、小中学校の体育館について

は扇風機やストーブで対応してくれています。食料

や毛布など備蓄物資も整備されています。また、設

備面だけでなく、小学校区での総合防災訓練や自治

体ごとの防災研修など、命を守るスキルを高める取

り組みも行われています。 

 これらのことから、学んで遊んで楽しいまちづく

りとは、私たち一人一人が主体的に学び、その学び

を自分づくりや地域づくりに役立てることで、誰も

が豊かな心で生きがいを持ち、安全安心に生活でき

る町をつくっていくことだと考えました。そこで、

学んで遊んで楽しいまちづくり委員会から未来を担

う私たちにできることとして３つのことを提言しま

す。 

 １つ目は、防災マップの作成、提示をすることで

す。豊後高田市では総合防災ハザードマップを作成

し、ホームページでいつでも観覧できるようにして

くれています。そこで、私たちも小学校ごとに地域

の危険箇所を調べ、オリジナルの地域防災マップを

つくってはどうでしょうか。そして、その情報を地

域の方と共有することで、災害時に慌てず、冷静に

素早く、適切な対応ができるように備えることがで

きるのではないかと思います。 

 ２つ目は、避難訓練に真剣に取り組み、命を守る

スキルを高めていくことです。学校では、１年間に

３回から４回、災害避難訓練を行っています。その

１回１回の訓練を大切にして、私たちが自助と共助

の力を高めていくことが大切だと思います。小さな

子どもやお年寄りの方々の助けになれるような力を

つけていきましょう。 

 ３つ目は、私たちが主体的な学びをさらに深める

ためにＩＣＴを適切に活用できる力をつけることで

す。豊後高田市では、これからの時代を私たちが生

き抜いていくために、１人１台のタブレット端末の

設置や通信環境の整備について考えていただけると

お聞きしました。タブレット端末を使った学習で私

たちは今以上にたくさんのことを身につけていくこ

とができるようになります。しかし、ＩＣＴの活用

は便利な反面、使い方を誤れば相手を傷つけたり、

無用なトラブルに巻き込まれたりと、大変な事件に

つながることがあります。だから、私たちはＩＣＴ

を使えるようになることを、そしてＩＣＴを使って

学習を深めていくことと同時に情報モラルについて

学習していくことが大切です。正しい知識の下で効
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果的にＩＣＴを使った学習に取り組み、力をつけ、

自分たちの夢を実現させていきましょう。 

 以上、３つのことをみんなで力を合わせ、各小学

校で実行していけば、誰もが豊かな心で生きがいを

持ち、安全安心に生活できると考え、私たち学んで

遊んで楽しいまちづくり委員会６名の提言といたし

ます。 

 これで報告を終わります。 

○副議長（冨重貴弘君）  以上で委員長の報告を終

わります。 

 これより、ただいまの委員長の報告に対する質疑

に入ります。質疑はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（冨重貴弘君）  質疑なしと認め、質疑を

終結いたします。 

 これより討論に入ります。討論はありませんか。 

 （「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（冨重貴弘君）  討論なしと認め、討論を

終結いたします。 

 ただいまから採決に入ります。議席に設置されて

いる賛成、反対、いずれかのボタンを押した後に賛

成する人は起立してください。反対する人はそのま

ま着席してください。 

 お諮りいたします。ぶんごたかだ子ども市議会の

提言については、各委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

 （賛成者起立） 

○副議長（冨重貴弘君）  起立多数であります。よっ

て、ぶんごたかだ子ども市議会の提言については、

各委員長の報告のとおり決定をいたしました。ご着

席ください。 

○副議長（冨重貴弘君）  以上で本日の会議は全部

終了いたしました。 

 ここで教育長から発言を求められておりますので、

これを許します。教育長、河野 潔君。 

○教育長（河野 潔君）  まず、本日はぶんごたか

だ子ども市議会がこのように開催されましたこと、

特に主権者教育が具体的に始まった現在だからこそ

極めて時機を得たものであり、教育委員会といたし

ましても大変ありがたく思っているところでありま

す。ご出席いただきました皆さんに心から感謝をし、

お礼を申し上げます。ありがとうございます。 

 子ども市議会の子ども議員の皆さん、７月24日に

市長から委嘱状をいただいて、そしてきょうまで１

カ月余り、その間、議会のしくみの勉強や、また質

問の聞き取りなど、本当に皆さんよく頑張ってくれ

たと思っております。その分、皆さんが非常に頼も

しく、ここから見ておりますと輝いて見えていると

ころであります。 

 学校生活では、おそらく味わうことのできない貴

重な体験を得たものと、そう思っておりますし、緊

張もしたと思いますけれども、その緊張した分、皆

さんの充実した、その様子がここから伺えます。子

ども議員の質問や提言は、身近な学校のことから地

域の環境福祉、そして観光、文化財など、多岐にわ

たりまして、皆さんの物事に対する関心の高さ、そ

して、ふるさとへの思い、それを堂々と質問をする

姿に頼もしさと未来への可能性を感じましたし、大

変感動し、思わず胸が熱くなりました。 

 豊後高田市の未来を担う皆さんであります。その

皆さんの質問、提言は、これからの行政や教育行政

に必ず活かされるべきものと、そう思っているとこ

ろであります。子ども市議会議員の皆さん、本日は

本当にありがとうございました。 

 やがて、９月３日から２学期が始まります。きょ

うの体験を必ずや学校生活の中で活かしてくれるも

のと、そう信じておりますから、どうぞよろしくお

願いをいたします。 

 そして、結びになりましたが、本日の子ども市議

会に当たりましてご尽力賜りました安達市議会議長

様を始め市議会議員の皆様、そして学校関係者、保

護者の皆さんに心から感謝を申し上げまして、挨拶

にかえさせてもらいます。本日はまことにありがと

うございました。 

○副議長（冨重貴弘君）  ありがとうございました。 

 これをもちまして、平成30年第１回ぶんごたかだ

子ども市議会を閉会いたします。 

午前11時39分 閉会 

 

 地方自治法第123条第２項の規定によりここに署名

する。 

 

 

子ども市議会議長  安 藤 礼 來 

 

 

子ども市議会副議長  冨 重 貴 弘 

 

 

子ども市議会臨時議長  池 森 夏 妃 



８月 28 日 

 - 17 - 

 

 

 

子ども市議会議員  二 宮 誉 彰 

 

 

子ども市議会議員  米 光   裕 

 


